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『『
兵�
範
記
』
を
読
む		



─
─
保
元
の
乱
の
全
記
録
』

　
院
政
期
を
研
究
す
る
う
え
で
、『
兵
範
記
』
が

最
重
要
史
料
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
に
異
議
を
は
さ

む
研
究
者
は
い
な
い
だ
ろ
う
。『
兵
範
記
』
と
は
、

鳥
羽
院
政
期
か
ら
後
白
河
院
政
期
に
か
け
て
、

院
・
女
院
・
摂
関
と
い
っ
た
有
力
者
に
仕
え
、
朝

廷
の
実
務
官
僚
も
務
め
た
中
下
級
貴
族
、
平
信
範

の
日
記
で
あ
る
。
本
書
は
『
兵
範
記
』
の
中
で
も
、

主
に
保
元
の
乱
に
至
る
ま
で
の
記
事
を
取
り
上
げ

て
、
精
読
す
る
こ
と
で
、
当
該
期
の
貴
族
社
会
の

動
向
を
活
写
し
て
い
る
。『
兵
範
記
』
の
重
要
記

事
に
つ
い
て
、
一
つ
一
つ
読
み
下
し
を
載
せ
、
記

載
事
項
を
詳
細
に
解
説
す
る
と
と
も
に
、
当
該
期

の
政
治
過
程
に
お
け
る
そ
の
記
事
の
位
置
付
け
を

示
す
。
院
政
期
政
治
史
の
入
門
書
で
あ
り
、
古
記

録
読
解
の
入
門
書
で
も
あ
る
。

　
本
書
は
四
部
構
成
で
あ
り
、
巻
頭
に
序
論
が
、

巻
末
に
補
編
と
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　
序
論
で
は
保
元
の
乱
の
発
生
を
伝
え
る
『
兵
範

記
』
保
元
元
年
（
一
一
五
六
）
七
月
十
一
日
条
を

紹
介
し
、『
兵
範
記
』
の
史
料
的
な
特
質
と
、
記

主
平
信
範
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
る
。『
兵
範

記
』
の
世
界
へ
の
導
入
で
あ
る
と
同
時
に
、
保
元

の
乱
と
い
う
破
局
へ
と
突
き
進
む
鳥
羽
院
政
期
政

治
史
へ
の
導
入
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。

　
第
一
部
は
、『
兵
範
記
』
冒
頭
の
天
承
二
年

（
一
一
三
二
）
か
ら
久
安
五
年
（
一
一
四
九
）
ま

で
を
扱
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
焦
点
が
あ
て
ら
れ
る

の
は
、
摂
関
家
家
長
の
藤
原
忠
実
や
現
任
摂
関
で

あ
る
忠
通
、
そ
し
て
彼
ら
の
子
女
に
仕
え
る
家
政

職
員
と
し
て
の
信
範
の
活
動
で
あ
る
。
院
政
期
の

貴
族
の
家
に
は
、
所
領
管
理
や
儀
式
遂
行
を
担
う

政
所
、
家
に
仕
え
る
職
員
の
統
制
を
担
う
侍
所
と

い
っ
た
、
家
政
を
担
う
機
関
が
置
か
れ
て
い
た
。

信
範
の
よ
う
な
中
下
級
貴
族
は
、
多
く
が
院
・
女

院
・
摂
関
と
い
っ
た
最
上
層
貴
族
の
家
政
機
関
に

職
員
と
し
て
仕
え
た
。
儀
式
・
家
政
の
諸
手
続
き

や
、
貴
族
各
人
の
人
間
関
係
と
い
っ
た
話
題
こ
そ

が
、
中
下
級
貴
族
層
に
と
っ
て
最
大
の
関
心
事
で

あ
っ
た
。
第
一
部
で
は
、『
兵
範
記
』
の
中
で
も

信
範
が
参
加
し
た
摂
関
家
の
儀
式
の
記
事
に
注
目

し
て
、
摂
関
家
家
政
の
実
態
や
摂
関
家
を
め
ぐ
る

人
間
関
係
を
繙
い
て
い
く
。
同
時
に
、
当
日
の
儀

式
次
第
と
先
例
と
を
詳
細
に
比
較
し
、
上
司
・
同

僚
の
ミ
ス
を
「
失
」
と
し
て
書
き
立
て
る
、
う
る

さ
型
と
し
て
の
信
範
の
人
物
像
を
描
き
だ
し
て
い

る
点
も
、
第
一
部
の
見
所
で
あ
る
。

　
第
二
部
は
、
仁
平
二
年
（
一
一
五
二
）
か
ら
同

四
年
ま
で
を
扱
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
は
忠
実

が
長
子
忠
通
を
義
絶
し
、
忠
通
の
有
し
て
い
た
藤

氏
長
者
の
地
位
や
摂
関
家
領
荘
園
を
没
収
し
、
弟

の
頼
長
に
譲
渡
す
る
と
い
う
事
件
が
勃
発
し
た
。

結
果
、
摂
関
家
は
忠
実
・
頼
長
派
と
忠
通
派
と
に

二
分
さ
れ
る
。
第
二
部
で
は
、
摂
関
家
内
部
対
立

の
激
化
に
伴
う
政
治
情
勢
の
混
乱
を
、『
兵
範

記
』
の
記
述
か
ら
鮮
明
に
描
き
出
す
。
特
に
、
権

力
を
握
っ
た
頼
長
が
強
引
な
政
策
を
連
発
し
、
他

の
貴
族
や
京
周
辺
諸
寺
社
か
ら
の
反
発
を
買
っ
て

い
く
さ
ま
は
、
記
録
が
詳
細
で
生
々
し
い
。
無
論
、

信
範
も
対
立
と
無
縁
で
は
い
ら
れ
な
い
。
忠
通
に

仕
え
て
い
た
信
範
は
、
忠
実
・
頼
長
に
よ
っ
て
、

家
政
職
員
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
た
役
職
や
所
領

を
没
収
さ
れ
た
。
忠
実
・
頼
長
に
反
発
す
る
信
範

は
、
日
記
の
中
で
両
者
に
対
す
る
批
判
を
強
め
、

彼
ら
の
主
催
す
る
儀
礼
に
対
し
、
お
得
意
の

「
失
」
を
容
赦
な
く
書
き
立
て
る
よ
う
に
な
る
。

生
来
の
生
真
面
目
さ
に
私
怨
が
混
じ
っ
た
信
範
の

書
き
ぶ
り
に
は
、
中
下
級
貴
族
の
悲
哀
が
に
じ
む
。

　
第
三
部
は
、
久
寿
二
年
（
一
一
五
五
）
か
ら
同
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三
年
ま
で
を
扱
っ
て
い
る
。
久
寿
二
年
に
は
近
衛

天
皇
が
死
去
し
、
後
継
に
た
て
ら
れ
た
後
白
河
天

皇
は
、
忠
通
ら
の
支
持
を
受
け
て
忠
実
・
頼
長
へ

の
対
立
姿
勢
を
鮮
明
に
し
た
。
加
え
て
、
頼
長
は

近
衛
天
皇
呪
詛
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
、
政
界
で
の

失
脚
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
忠
実
・
頼
長
は
、
鳥

羽
上
皇
の
后
で
あ
る
高
陽
院
を
通
じ
て
政
治
的
復

権
を
図
る
が
、
同
年
末
に
高
陽
院
が
、
翌
年
に
は

鳥
羽
上
皇
が
死
去
し
、
忠
実
・
頼
長
に
復
権
の
目

は
な
く
な
っ
た
。
か
く
し
て
貴
族
社
会
は
、
保
元

の
乱
と
い
う
未
曾
有
の
大
破
局
へ
と
突
入
す
る
。

第
三
部
で
は
、
当
該
期
に
お
け
る
忠
実
・
頼
長
の

求
心
力
低
下
と
、
政
治
的
緊
張
の
高
ま
り
が
『
兵

範
記
』
を
も
と
に
描
か
れ
る
。
両
者
が
主
催
す
る

儀
式
で
は
、
貴
族
た
ち
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
や
、
儀
式

全
体
の
士
気
の
低
下
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
そ

れ
に
伴
う
混
乱
を
、
信
範
は
「
違
乱
」「
不
審
」

と
し
て
暴
き
立
て
る
。
加
え
て
、
鳥
羽
上
皇
死
去

と
相
前
後
し
て
、
京
中
に
は
後
白
河
天
皇
や
忠

実
・
頼
長
が
呼
び
寄
せ
た
武
士
が
流
入
し
、
武
力

行
使
を
伴
う
事
件
が
頻
発
し
た
。
信
範
の
記
す
政

治
的
危
機
は
身
近
な
だ
け
に
克
明
で
あ
る
。

　
第
四
部
は
、
保
元
の
乱
の
経
過
と
結
末
を
扱
っ

て
い
る
。
保
元
の
乱
の
際
、
信
範
は
忠
通
に
従
っ

て
、
後
白
河
陣
営
に
参
入
し
た
。『
兵
範
記
』
に

は
信
範
が
当
事
者
と
し
て
見
聞
き
し
た
事
柄
は
勿

論
、
忠
実
・
頼
長
陣
営
に
つ
い
た
人
物
の
供
述
も

詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、
両
陣
営
の
陣
容
や
詮
議

の
内
容
、
合
戦
の
推
移
な
ど
が
明
ら
か
と
な
る
。

加
え
て
、
信
範
は
忠
通
の
家
政
職
員
と
し
て
、
戦

後
処
理
に
関
わ
っ
た
。『
兵
範
記
』
に
は
、
乱
後

の
摂
関
家
の
処
遇
や
忠
実
・
頼
長
に
従
っ
た
人
々

の
処
罰
の
様
子
ま
で
記
さ
れ
る
。
本
書
が
『
兵
範

記
』
を
「
保
元
の
乱
の
全
記
録
」
と
評
す
る
所
以

で
あ
る
。
さ
て
、
第
四
部
は
、
著
者
の
元
木
泰
雄

氏
が
他
の
研
究
者
と
の
対
立
点
を
明
確
に
し
て
い

る
と
い
う
点
で
特
徴
的
で
あ
る
。
保
元
の
乱
の
意

義
や
評
価
は
、
近
年
活
発
に
議
論
さ
れ
て
お
り
、

『
院
政
期
政
治
史
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九

九
八
年
）
を
は
じ
め
と
す
る
元
木
氏
の
見
解
も
、

批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
。
か
か
る
批
判
に
対
し

て
、
元
木
氏
は
『
兵
範
記
』
の
読
解
を
通
じ
て
反

批
判
を
試
み
て
い
る
。
議
論
の
当
否
を
こ
こ
で
論

ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
史
料
の
精
読
に
よ
っ

て
組
み
立
て
ら
れ
た
本
書
の
記
述
は
説
得
力
に
富

む
。
今
後
、
保
元
の
乱
に
言
及
す
る
研
究
者
は
本

書
を
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
。

　
補
編
に
は
「
日
本
史
修
行
四
半
世
紀
」「
附
高

か
ら
始
ま
っ
た
歴
史
学
研
究
」
と
い
う
二
編
の
エ

ッ
セ
イ
が
収
め
ら
れ
、
日
本
史
研
究
者
と
し
て
の

歩
み
を
元
木
氏
自
身
が
述
懐
す
る
。
解
説
「
元
木

泰
雄
先
生
の
略
伝
と
そ
の
相
貌
」
で
は
、
元
木
氏

か
ら
教
え
を
受
け
た
坂
口
太
郎
氏
が
、
元
木
氏
の

生
涯
と
本
書
執
筆
の
経
緯
を
振
り
返
る
。

　
以
上
、
本
書
の
内
容
を
概
観
し
た
。
本
書
は
、

政
治
史
を
組
み
立
て
る
う
え
で
史
料
、
特
に
古
記

録
を
「
ど
の
よ
う
に
」
読
む
か
と
い
う
ガ
イ
ド
を

示
し
た
著
作
で
あ
り
、
後
進
に
範
を
垂
れ
る
理
想

的
な
入
門
書
で
あ
る
。
同
時
に
、
本
書
は
平
信
範

個
人
の
体
験
と
貴
族
社
会
全
体
の
政
治
情
勢
と
を

往
還
し
な
が
ら
、
鳥
羽
院
政
期
の
時
代
像
を
提
示

し
て
お
り
、
当
該
期
の
概
説
書
と
し
て
も
一
流
で

あ
る
。
本
書
か
ら
は
、
元
木
氏
の
教
育
者
と
し
て

の
相
貌
と
、
研
究
者
と
し
て
の
相
貌
の
両
面
が
う

か
が
え
る
。
本
書
は
優
れ
た
研
究
者
で
あ
り
、
優

れ
た
教
育
者
で
も
あ
っ
た
元
木
氏
に
よ
る
歴
史
叙

述
の
到
達
点
の
一
つ
と
し
て
評
価
で
き
る
。

　
な
お
、
本
書
は
元
木
氏
の
遺
作
で
あ
り
、
坂
口

氏
が
原
稿
に
適
宜
修
正
を
加
え
る
こ
と
で
、
出
版

が
実
現
し
た
と
い
う
。
重
厚
な
書
に
対
す
る
丁
寧

な
仕
事
に
、
心
底
よ
り
敬
意
を
表
し
た
い
。

（
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大
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